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峡南広域行政組合情報紙

●峡南の人口（令和元年5月1日現在）
　男　23，768(－485)　女　25，053(－577)　計   48，821(－1，062)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　)は平成30年5月1日人口との比較
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平成31年度当初予算・議会だより

峡南広域行政組合の業務内容・組織図・職員採用試験

違反対象物公表制度・防火パレード

特別救助隊訓練指導会

Area Kyonanイベント情報
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広報

地域の皆様の安全と安心を守るため
日々訓練を重ねています。

令和元年

関連ページ　7ページ
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分担金及び負担金
1，638，266千円（95.5％）

使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

　歳入の主なものは、構成5町からの分担金及び負担金

で歳入の『95.5％』を占めています。

　分担金及び負担金のうち、職員人件費や一般的な事

業運営費等の組合費負担金が13億9，723万3千円、町

のパソコン端末のリース料・安全に端末が使用出来るよ

うにするための修理や保全にかかる保守料・パッケージ

※１使用料等の町電算システム負担金が1億3，502万7千

円、養護老人ホーム慈生園入所者の生活費・事務費等の

措置費負担金が5，605万円、各町のネットワークをつな

ぐ広域ネット運営費負担金が4，995万6千円となってい

ます。
※１パッケージ：業務用システムなどで既製品のソフトウェア製品を購入・利用する用語で
システムを新たに依頼して開発し自社の業務に合わせて開発する『オーダーメイドソフト』
と対比するときに使う用語

組合議員の報酬の他、議会運営にかかる経費
です。

養護老人ホーム慈生園に入所している方の生
活費及び施設運営費となっています。

峡南広域行政組合事務局総務課・厚生支援
課・情報センターの運営にかかる総務費等
の経費となっています。

歳　出（組合で使うお金）

歳出合計
17億1，560万8千円

消防費
1，082，503千円
（63.1％）

総務費
472，006千円
（27.5％）

民生費
115，005千円
（6.7％）

議会費
1，710千円
（0.1％）

公 債 費
諸支出金
予 備 費

歳入合計
17億1，560万8千円

歳　入（組合に入るお金）

議会費

総務費

民生費

消防費

行政組合の予算

259千円
1千円
1千円
16千円
1千円

6，465千円
4，000千円
26，399千円
37，142千円
（2.2％）

組合債
40，200千円
（2.3％）

42，365千円
19千円

2，000千円
44，384千円
（2.6％）

一般会計

　平成31年3月定例議会において、平成31年度予算が原案どおり可決されました。
平成31年度予算は、【一般会計】【介護保険特別会計】【峡南ふるさと市町村圏特別会計】の3つの会計から編
成されています。
　本年度の予算額は、一般会計が17億1，560万8千円となっており、前年度予算の17億659万1千円と比較す
ると、901万7千円の増額となっています。（※平成31年度は、令和元年度に読替えてください。）

消防本部の運営及び消防施設整備にかかる経
費となっています。



歳　出 （組合で使うお金） 歳　入（組合に入るお金）

峡南広域

介護保険収入
176，676千円
（81.9％）

内訳
保 険 収 入
一部負担収入

財産収入
寄 付 金
繰 越 金
諸 収 入

1千円
1千円

1，000千円
2千円

1，004千円
（0.5％）

民生費
211，809千円
（98.2％）

諸支出金
3，745千円
（1.7％） 予備費　200千円

（0.1％）

142，836千円
33，840千円

内訳

157，106千円
18，743千円
24，958千円

9，847千円
1，155千円

特別養護老人ホームの施設管理にか
かる経費です。

デイサービス事業にかかる運営費
です。

特別養護老人ホーム入所者の生活
にかかる経費です。

歳出合計
2億1，575万4千円

歳入合計
2億1，575万4千円

施設入所運営費

施設入所運営費、通所介護運営費、
訪問介護運営費にかかる人件費です。

施 設 総 務 費

施設入所処遇費

通所介護運営費

養護老人ホーム入所者への介護サー
ビス提供にかかる経費です。

訪問介護運営費

介護保険事業収入
3，074千円
（1.4％）

繰入金
35，000千円
（16.2％）

　介護保険特別会計は、2億1，575万4千円となっており、前年度予算の2億1，912万6千円より、337万2千円
の減額となっています。
　峡南ふるさと市町村圏特別会計は、809万9千円となっており、前年度予算の1，133万2千円より323万3千
円の減額となっています。

平成31年度

　歳入の主なものは、国民健康保険団体連合会などか

ら支払われる保険収入と、介護サービス利用者から徴

収される一部負担金で、この2つが歳入総額の『81.9

％』を占めています。

介護保険特別会計

歳　入 歳　出
県 支 出 金
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

計

総 務 費
事 業 費
諸支出金
計

事業費の内訳（単位：千円） （単位：千円）

1
3，918
4，177

1
2

8，099

1，602
4，538
1，959
8，099

創発的な産業圏づくり事業

体系的な基盤づくり事業

観光PR事業費

組合ネットワーク関連経費

3，476

1，062

事　業　名 予算額 主な使いみち

峡南ふるさと市町村圏特別会計

施 設 総 務 費
施設入所運営費
施設入所処遇費

通所介護運営費
訪問介護運営費
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平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日
、
平
成
三
十
年
第
二
回
峡
南
広
域
行
政
組
合
臨
時
会
に

お
い
て
、
専
決
処
分
の
承
認
一
件
、
条
例
改
正
二
件
及
び
補
正
予
算
二
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日
、
平
成
三
十
一
年
第
一
回
峡
南
広
域
行
政
組
合
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
条
例
改
正
三
件
、
補
正
予
算
三
件
、
及
び
当
初
予
算
三
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
【
専
決
処
分
】

・
平
成
三
十
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二
億
二
千
十
二
万

六
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
条
例
改
正
】

・
峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員
給
与
条
例
中
改
正
の
件

　
平
成
三
十
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
伴
い
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
峡
南
広
域
行
政
組
合
慈
生
園
設
置
及
び
管
理
条
例
中
改
正
の
件

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
の
減
員
に
伴
い
、
入
所
者
の
定
数
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

改
正
し
ま
し
た
。

　
【
補
正
予
算
】

・
平
成
三
十
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
十
八
万
五
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
十
七

億
一
千
四
百
四
十
二
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
三
十
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
五
十
九
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二
億
二

千
七
十
二
万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

　【
条
例
改
正
】

・
峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

　
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
及
び
人
事
院
規
則
等
の

一
部
改
正
に
基
づ
き
、
職
員
の
超
過
勤
務
時
間
の
上
限
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

改
正
し
ま
し
た
。

・
峡
南
広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
峡
南
広
域
行
政
組
合
資
金

積
立
基
金
条
例
中
改
正
の
件

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
、
峡
南
広
域
行
政
組
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に

改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
改
正
し

ま
し
た
。

・
峡
南
広
域
行
政
組
合
議
会
委
員
会
条
例
中
改
正
の
件

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
、
峡
南
広
域
行
政
組
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に

改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
峡
南
広
域
行
政
組
合
議
会
委
員
会
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
必
要
が
あ
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

　【
補
正
予
算
】

・
平
成
三
十
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
千
六
百
七
十
二
万
四
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
十
六
億
七
千
七
百
七
十
万
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
三
十
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
百
七
十
九
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二

億
二
千
二
百
五
十
一
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
三
十
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
峡
南
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計（
第
一
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
四
十
一
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
一
千

百
七
十
四
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

　【
当
初
予
算
】

・
平
成
三
十
一
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
十
七
億
一
千
五
百
六
十
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
三
十
一
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
二
億
一
千
五
百
七
十
五
万
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
三
十
一
年
度
峡
南
広
域
行
政
組
合
峡
南
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
八
百
九
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

※
本
年
度
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
2
〜
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
平
成
三
十
一
年
度
は
、
令
和
元
年
度
に
読
替
え
て
く
だ
さ
い
。
）

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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◆ 介護職 ： 若干名（令和元年１０月１日採用予定）

受験資格
昭和４４年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者
高校を卒業した者又は同程度の学力を有する者
※採用試験の詳細につきましては、当組合ホームページ（http://www.kyonan.jp）をご確認ください。
◎令和元年度職員採用試験（令和 2年度採用予定者）については、事務職・消防職・栄養士・介護職の
　職種で実施します。詳細につきましては、7月1日以降、当組合ホームページをご確認ください。

【申し込み・問い合わせ】
峡南広域行政組合
事務局総務課
電話0556-32-5011

峡南広域行政組合は、峡南５町（市川三郷町、早川町、身延町、南部町、富士川町）がそれぞれで行うよりも、
共同で処理することが効率的な次の業務を行っています。

峡南広域行政組合職員募集（中途採用）
峡南広域行政組合では、下記の職種において職員を募集いたします。

峡南広域行政組合の業務内容を紹介します。

議　　会 組合理事会

峡南広域行政組合
事　務　局

【総務課・厚生支援課】

慈生園 情報センター 消防本部

庶　務　課

警　防　課

通信指令課

予　防　課

北
部
消
防
署

中
部
消
防
署

業
務
推
進
課

情
報
管
理
課

養
護
老
人
ホ
ー
ム

介
護
老
人
福
祉
施
設

通
所
介
護
事
業
所

訪
問
介
護
事
業
所

増
穂
分
駐
所

早
川
分
駐
所

下
部
分
駐
所

南
　
分
　
署

峡 南 広 域 行 政 組 合 組 織 図

Kyonan Kouiki
Organization Chart

●峡南５町が共同で行う事業の連絡調整
●峡南５町の常備消防に関わる業務
●介護保険、障害支援区分認定の審査、判定に関わる業務
●居宅介護支援事業者及び地域密着型サービス事業者への指導業務
●峡南地域を中心とした情報の処理を行う「情報センター」運営業務
●養護老人ホーム、介護老人福祉施設など「慈生園」の運営に関わる業務

このうち、「峡南広域行政組合計算センター」が、平成３１年４月１日より

　　　　「峡南広域行政組合情報センター」と名称が変更になりました。
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公表の対象となる建物
旅館、ホテル、飲食店、物品販売店舗など、不特定多数の方が利用する建物
病院、社会福祉施設など、一人で避難することが難しい方が利用する建物

公表の対象となる違反
消防用設備等の未設置
①屋内消火栓設備
②スプリンクラー設備
③自動火災報知設備

公表の内容・方法

ご不明な点がございましたら、消防本部までお問い合わせください。　峡南（広）消防本部　TEL．055-272-1919（代表）

令和2年4月1日から

　春季火災予防運動週間中の３月１日に市川南幼稚園児と峡南消防本部職員に
よる防火パレードを実施しました。
　「火の用心」の文字が書かれたお揃いのハッピをまとった園児と先生、それに

啓発品を配布する峡南消防本部職員を合わせて約６０名が参加し、「火の用心、マッチ1本火事の元！！」と元気な
掛け声とともに拍子木を打ちながら約1時間、市川三郷町内を歩いてパレードしました。
　当日を心待ちにしていた園児の家族が一緒に参加し、大きなかけ声で歩くと、それに誘われた近隣に住むおじい
ちゃん、おばあちゃん達が園児の可愛らしい火消し姿に手を
振ったり、声援を送ったりする姿が多く見られ、充実した防
火パレードになりました。

違反対象物公表制度とは
建物を利用しようとする方がその建物の危険性に関する情報を入手し、建物の利用を
判断できるように、消防署が把握している「重大な消防法令違反」を公表するものです。

違反の内容を通知した後、１４日を経過しても同一の違反が認められる場合に、峡南広域行政組合消防本部のホームペ
ージに違反対象物の名称、所在地及び違反内容を掲載します。

重大な消防法令違反の建物を
ホームページに公表します。

公表制度

市川南幼稚園児による
防火パレードを実施！

①屋内消火栓設備 ②スプリンクラー設備 ③自動火災報知設備
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　令和元年５月１３日、峡南（広）消防本部中部消防署訓練場において、特別救助隊訓練

指導会が開催されました。これは、山梨県救助技術大会に向け、消防本部内において隊

員の救助技術の練成を図るために毎年行っているものです。

　今回の指導会には７種目に２３名の隊員が参加し、山梨県救助技術大会に向けて日

ごろの訓練の成果を披露するとともに、先輩隊員たちから熱い指導を受けていました。

　山梨県救助技術大会において、優秀な成績を残した隊員は関東大会、全国大会へと

進み、全国の高度な救助技術を持った他の消防本部の隊員と競うことになります。

　救助技術の向上は、災害現場において救助隊員が住民の生命を守るために欠かせな

いものです。そのために隊員たちは日ごろから訓練に励んでいます。

峡南（広）消防本部
特別救助隊訓練指導会開催

先輩たち
の輝かし

い成績に

新たなペ
ージを刻

むべく

隊員たち
は訓練に

励みます
。

ロープブリッジ渡過

ロープブリッジ救出

ロープブリッジ救出

ロープ応用登はん

障害突破

引揚救助

ほふく救出

はしご登はん

はしご登はん
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Area Kyonan

※写真はオープンイベント時のものです。

開催日●令和元年11月3日（日）

会場●六郷小学校グラウンド

季節の恵み、地場産業の印章等の魅力やご来場

いただいたお客様に遊びと癒しを提供できる秋

まつりとして、町内外の方々が楽しくふれあえる

町づくり推進のためのお祭りです。

市川三郷町　商工観光課　観光係

TEL055-240-4157

FAX055-240-4154

開催日●令和元年8月31日（予定）

会場●摩利支天社周辺（市川本町駅下車徒歩5分）

花火の町市川三郷町には「神明の花火」の他に

もう一つの花火大会があります。それは夏の終

わりを告げる「摩利支天の花火」。国を護り、民を

護る軍神・農神として信仰されている摩利支天

社祭典にあわせ打ち上げられます。

市川三郷町　商工観光課　観光係

TEL055-240-4157　FAX055-240-4154

開催日●令和元年11月10日（日）　会場●早川町民スポーツ広場

早川町内の特産品や旬の食べ物が一堂に会するイベントです。

各種団体の出店の他、舞台では早川

中学校生徒による太鼓の演奏や、タ

レントショー、パフォーマンスショー

など、早川の秋を満喫できる内容と

なっています。

早川町役場振興課

TEL0556-45-2516

開催日●令和元年8月15日（木）

会場●ヴィラ雨畑グラウンド

山深い硯の里早川町雨畑地区で行われる雨畑

湖上祭。目玉は大迫力の花火。花火の音が山間

に幾重にも反響し合い迫力満点です。

その他にも歌謡ショー、カラオケ大会、特設DJフ

ロアなど様々なイベントが行われます。

早川町役場振興課

TEL0556-45-2516

開催日●令和元年１０月中　（土曜・日曜・祝日）

会場●要問合せ（週により異なります。）

大粒で甘味の強い特産の「あけぼの大

豆」は、地域性が強く生産量が限られて

おり、なかなか市場に出回らない超希

少品です。そんなあけぼの大豆をより多

くの皆様に味わっていただくために行

われるのがこの収穫祭です。

あけぼの大豆振興協議会事務局

TEL0556-42-4805

開催日●令和元年８月中旬頃の土曜日　会場●富士川クラフトパーク

広大な芝生広場や建物壁面をキャンバスにダイナミックな「光の切り絵」

を野外投影する一夜限りの幻想的

な宵祭り。屋台村やステージパ

フォーマンス、キャンドルロード、

樹木ライトアップなどをお楽しみ

いただけます。

富士川クラフトパーク

TEL0556-62-5545

開催日●令和元年7月19日～22日の4日間（予定）

会場●道の駅なんぶ

南部茶を使ったおみやげ品が大人

気の食のテーマパーク「道の駅なん

ぶ」がオープン１周年を記念して、福

引大抽選会や餅まき、地元農産物の

特売やお米のすくい取りなど盛りだ

くさんのイベントを予定しています。

道の駅なんぶ

TEL0556-64-8552

開催日●令和元年１１月４日（月・祝）　会場●県道42号（旧国道52号）

町制施行１０周年を記念して、町の有形文化財である山車４台を中心とした

「山車巡行祭り」が開催されます。

当日は、県道４２号（旧国道５２号）

をにぎやかなおはやしに合わせ勇

壮な山車が巡行し、町の１０周年を

お祝いします。

富士川町役場政策秘書課

TEL0556-22-7216

開催日●令和元年７月27日（土）
会場●県道42号（青柳2丁目交差点～青柳5丁目交差点）
富士川町青柳町地内にある県道４２号
（旧国道５２号）を通行止めにし、歩行者
天国となった道を会場に「ふじかわ夏ま
つり」が開催されます。会場にはさまざま
な屋台が並ぶほか、子どもから大人まで
楽しめる催しが行われます。
ふじかわ夏まつり実行委員会
（富士川町商工会）TEL0556-22-0870

開催日●令和元年１２月１日（日）　会場●南部町文化ホール

毎回公演前には猛練習を重ね、毎年１２月の第１日曜日に定期公演を行って

います。地元の小中学生による子供

歌舞伎と、保存会員（大人）による歌

舞伎からなり、どちらも役者は男女

が務めていて、立ち見が出る程の盛

況ぶりの舞台となっています。

南部町教育委員会　生涯学習課

TEL0556-64-3115


